
ガバナンス

　2015年に、GRIガイドライン（G4）の特定標準開示項目
における46側面のうち、30側面をマテリアルな側面と特
定しました。そして2016年には、社会の変化・ニーズなど
を踏まえ、「ステークホルダーの評価や意思決定への影響」
と「会社の経済、環境、社会影響の著しさ」の両面から再

 「ステークホルダー」と「社会への影響」から見たマテリアルな側面（重要課題）

分析し、優先順位付けを行いました。
　その結果、19の項目をマテリアルな側面（下図）と特定。
CSV戦略にも関連する重要側面として、2017年も継続し
て取り組んでいます。CSV戦略とマテリアルな側面との関
係はP.19をご覧ください。

マテリアルな側面の特定
積水ハウスグループは、ステークホルダーや社会の期待に応えながら本業を通じたCSRに注力し、
価値を創造することにより、持続可能な発展を目指しています。
ステークホルダーや社会にとって重要なことは何かを常に意識して活動することが、価値創造につながると考えます。

★が特定した19の側面
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★調達慣行

★研修および教育

労使関係
人権評価

人権に関する苦情処理制度
労働慣行に関する苦情処理制度
環境に関する苦情処理制度
先住民の権利

児童労働
保安慣行

水

社会への影響に関する苦情処理制度
公共政策
環境全般強制労働

ステークホルダーにとっての重要度

サプライヤーの社会への影響評価

地域での存在感
結社の自由と団体交渉 反競争的行為

地域コミュニティ

★コンプライアンス（社会）
★コンプライアンス（環境）

間接的な経済影響 非差別
腐敗防止

輸送・移動

★生物多様性
★大気への排出

★顧客プライバシー
★多様性と機会均等 ★製品およびサービスの

　ラベリング
★経済的パフォーマンス

★排水および廃棄物 ★製品およびサービス

★労働安全衛生

★エネルギー

★雇用
★コンプライアンス（製品責任）

★投資（人権）

★サプライヤーの環境評価 ★顧客の安全衛生

男女同一報酬

マーケティング・コミュニケーション

サプライヤーの人権評価
サプライヤーの労働慣行評価

「19のマテリアルな側面」の影響範囲（バウンダリー）

「ステークホルダー」と「社会への影響」に配慮し、マテリアルな側面を特定

経済的パフォーマンス

調達慣行

エネルギー

生物多様性

大気への排出

排水および廃棄物

製品およびサービス

コンプライアンス（環境）

サプライヤーの環境評価
 雇用
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労働安全衛生

研修および教育

多様性と機会均等

投資（人権）

コンプライアンス（社会）

顧客の安全衛生
製品およびサービスの
ラベリング
顧客プライバシー
コンプアイアンス
（製品責任）
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WEB 関連項目 ｜ マテリアリティの特定
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